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第１章：序論

1.1　本研究の背景�
　マーケティングに、「製品ライフスタイル理
論」（Product	Life	Cycle）がある。製品が、「導
入期」（Induction	phase）、「成長期」（Growth	
period）、「 成 熟 期 」（Maturity）、「 衰 退 期 」

（Decline	stage）の 4 段階を経るという理論を
指す。この理論は、マーケティング戦略立案に
おける基礎理論である。本論では、「製品ライ
フサイクル理論」（PLC）を基に、メディア産
業のコミュニケーション・コンテンツにおける

「表現ライフスタイル理論」（Expression	Life	
Cycle）を提案し考察する。

1.2　表現ライフスタイル理論
「表現ライフサイクル理論」は、コンテンツが
市場に登場してから、退場するまでの間を指し

各コンテンツに対して、この間の役割と売上と
利益の変化に着目して、最適のマーケティング
戦略を構築するための基本的な情報となる。先
行研究「製品ライフスタイル理論」に基づき、
コンテンツにライフサイクルがあるという考え
は、以下の 4 点を前提としている。

1．コンテンツの寿命は限られる。
2．	コンテンツの役割と販売は時間と共に機会、

試練、問題によって変化する。
3．	コンテンツの販売の変化は、利益の変化と

なって現れる。
4．	コンテンツの販売の変化に対応したマーケ

ティング、財務、制作に戦略が必要。

若い表現者にとって、知識、発想、技術だけで
なく、人との出会い、時代の変わり目や次の社
会を読み取る直感と知恵が必要である。著者の
作品着想、制作などの経験で、ひとつの表現ス
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タイルは、「導入期」3 年間、「成長期」3 年間、
「成熟期」3 年間の計 9 年間でほぼ完結した。9
年を過ぎると表現者、発注側や消費者も創り上
げたコンテンツに飽きてくることも想定しなけ
ればいけない。アニメーション『君の名は。』
の新海誠監督は次のように述べている。僕が作
りたいのは、10 年後も 15 年後も見てもらえる
作品ではなくて、今の観客に「これは自分たち
の物語だ」と感じてもらえる作品です。世の中
の変化が速いので、そこから”ズレ”てしま
わないように作りたい。朝日新聞［別刷り特集
2］（2017.12）.	新しいコンテンツを創り出すこ
とは、ベンチャー企業や、スタートアップ企業
と同じである。「導入期」は利益が出るまで、
最低限の生活と制作を持ちこたえる財的体力が
必要であり、半歩先を読んで次のステップであ
る成長期に進められれば、一番美味しい思いを
することができる。そして市場が成熟期になる
と徐々に競争が激化していく。衰退期になると
市場規模も利益も削られていく。ビジネスモデ
ルが崩壊するまでに、再生するか、市場を変え
る必要がある。「コンテンツ開発 3 年周期説

（Content	development	3-year	cycle	theory）」
が存在すると仮定し、コンテンツ表現を考える。

1.3　コンテンツ開発3年周期説
　「導入期」3 年間。生れたばかりの表現は認
知度が低く需要度も低い時期。あまり利益はで
ないが、国内コンペティションで入賞・受賞し
て、認知度を上げることが課題となる。企業、
広告代理店、制作会社が、その表現を使用した
くなるようにすることが必要である。入賞・受
賞しなくても、発表や営業や、人間関係などの
運でデビューすることも可能である。最近はコ
ンテンツの寿命が短くなっているため、入賞・
受賞しても実際の仕事に結びつかない、消耗品
として短期に使い捨てられることも多い。

　「成長期」3 年間。コンテンツの需要が喚起
され、売上高、利益共に急上昇するが、市場参

入者も増える、成功した市場に、ライバルが増
え、コンテンツの単価が減る。市場におけるシェ
ア拡大が課題になる。国内での個展、海外での
コンペティションで入賞、受賞して、クライア
ントへ広報 PR する、具体的な利便性をコミュ
ニケーションする必要がある。

　「成熟期」3 年間。TV メディアや出版メディ
アからの依頼が多くなる。マーケットシェア、
競争相手が安定し売上高が減速し始める。表現
間で機能の差がなくなり、価格間競争になる。
利益率が非常に悪い状態に陥ることがある。ビ
ジネスモデルが衰退へ向かうこともある。

　「衰退期」期間未定。売上高、地益、競争相
手ともに衰退が現れる。撤退のタイミングの検
討を行う必要がある。ロングテール現象になる
が、個人表現者の場合は長く対応することも必
要である。しかし、このサイクルに一致しない
超ロングセラー・コンテンツも多く存在する。

「衰退期」はロングテール現象を起し終了時期
不明のケースも多く存在する、諸々の事情があ
るため本論では割愛する。

　「導入期」直前に、大学や研究会などで造形
先行研究を行う「萌芽期」や、高校美術部や美
術予備校などで行う「基礎造形修行期」も非常
に重要である。コンテンツ開発 3 年周期説を検
証するにあたり、昭和後期を代表するパイオニ
アたちの「導入期」3 年間の業績を調べ、分析
の第一歩とする。ただ、文献や作品集、企業史、
インタビュー記事、ネットなどから収集し分析
するため、展覧会出品や個展、著書などがある
著名な表現者を選んだ。

第2章：コミュケーションを築いたパイオニ
アたち

2.1　広告とアートディレクターの定義
【広告】advertisement の訳語として、明治 5
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年頃新たに造られた語。広く世間に告げ知らせ
ること。特に、顧客を誘致するために、商品や
興行物などについて、多くの人に知られるよう
にすること。文書・放送。

【広告媒体】広告内容を消費者に伝達するため
の媒体物。新聞・ラジオ・テレビ・インターネッ
ト。

【広告代理店】新聞・ラジオ・テレビ・インター
ネットなどへの広告掲載・放送の仲介。市場調
査、広告企画の立案・制作などをする企業。

【宣伝】理解を求める。	広告は、広く世間一般
にいろんなこと知らせること。	宣伝広告の英
訳は Advertising。商品の効能や主義・主張な
どに対する理解・賛同を求めて、広く伝え知ら
せること。

【アートディレクター】①演劇・映画などで、
舞台・小道具・背景・衣装などの美術効果を指
導するもの。美術監督。②広告制作で、美術部
門を統括する者。	（広辞苑第六版　岩波書店	
2008 年）
	【アートディレクター】表現アイデアの立案か
ら定着までを指導する。デザイナーやカメラマ
ンやイラストレーターなど、制作にかかわるス
タッフのすべてをコントロールし、ディレク
ションする総合監督。普通 AD という。デザ
イン出身で、クリエイティブ・ディレクター的
仕事をする人をこう呼ぶことが多い。（新版現
代デザイン事典	平凡社	2010）

2.2　アートディレクター�石岡瑛子
　1938 年（0 歳）、石岡瑛子は東京都生まれ。
萌芽期
　1960 年（22 歳）、石岡の資生堂入社１年前
の 5 月、東京で「第 1 回世界デザイン会議」が
開催された。これは日本のクリエイティブ史上
の大事件だった。世界 20 カ国超から 250 名以
上の著名デザイナーと建築家が参加し、約１週
間にわたってディスカッションやスピーチを
行った。揺籃期のデザイン業界は大騒ぎになっ
た。いわば黒船来航である。キラ星のような有

名クリエイターたちをひと目見ようと、会場と
なった大手町の産経会館には大勢の関係者が詰
めかけた。しかし、どういう手を使ったのか、
まだ大学生であったにも関わらず、石岡はこの
カンファレンスの傍聴席にまんまと潜りこむこ
とに成功している。そして、デザインの広さ、
深さを知って衝撃を受ける。世界の巨匠たちの
作品は印刷物では見ることができたが、本物に
生で触れたときの伝わり方はまるで違った。
　作品集『EIKO	by	EIKO（風姿花伝）』のあ
とがきで、石岡は、第 1 回世界デザイン会議が
自身に与えたインパクトを述べている、「私は
学生として、はじめて世界のデザイナーたちの
講演を聞き、彼等の考えるデザインの意味あい
に触れる機会をもった。同時に建築からインダ
ストリアルデザイン、インテリアデザイン、グ
ラフィックデザインなど、デザインという実像
を大きな枠組みでくくって考えることのできる
刺激的な経験を得ることができた。理論を裏づ
けにした抽象論より、ハーバード・バイヤーや
ソール・バスのような実践論の方が学生の私に
は新鮮であり重みがあった。特にソール・バス
がグラフィックデザイナーでありながら、映画
という三次元のメディアに取り組んで、様々な
試みを行っていることに刺激を受けた」。カン
ファレンスの内容もさることながら、なにより
人に感銘を受けたようだ。
　2011 年のインタビューでも、半世紀も前の
世界デザイン会議を振り返り、次のように語っ
ていた。「そのときにハーバード・バイヤーは
確か 60 代だったと思うが、かくしゃくとして
カッコよくてね。私もその歳くらいになってい
い仕事ができる人生をやっていきたいなって、
そのとき決めちゃったの」。ハーバード・バイ
ヤーはバウハウスの芸術運動に参加したデザイ
ナーであり写真家。ソール・バスは映画のタイ
トルにグラフィックデザインを持ちこんだ第一
人者として知られるが、この当時公開された
ヒッチコックの映画『めまい』（1958 年）では、
映画に初めてコンピュータグラフィックスを取
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り入れるなど、先進的な表現に挑戦していた。
世界デザイン会議のようなビッグイベントも契
機となり、デザイナーは時代の花形のような職
業になっていく。http：//eiko-timeless.com/
?p=	562（文・取材：河尻亨一）
導入期1
　1961 年 3 月（23 歳）、東京芸術大学美術学
部図案科卒業。4 月資生堂入社。グラフィック
デザイナー、アートディレクターをめざした。
資生堂と言えば、戦前からの広告・宣伝の名門
企業である。イラストやデザイン、コピーライ
ティングを志す若手クリエイターにとって、サ
ントリーの宣伝部と並んで憧れの会社だった。
資生堂は銀座にある。この頃は流行の発信地と
言えば銀座である。銀座にはデザインや広告の
関連会社が続々と誕生していた。最近でいう、
スタートアップ企業やＩＴベンチャーのような
ものである。化粧品を販売する企業である資生
堂の広告は、なんと言っても美が売りである。
女性たちのキレイになりたいという気持ちにい
かに応えるかが勝負だった。
　石岡映子著の「EIKO	by	EIKO」によれば、
入社面接からして次のようなものだったらし
い。「当時の資生堂の宣伝部は、男性のグラ
フィックデザイナーのみが女性を対象に、商品
計画、包装計画、宣伝計画をすべて行っている
という不思議な風景の職場であった。就職を決
める最後の試験の面接の段階で、「何か会社に
希望はありますか」と問う試験官の重役にむ
かって、石岡は懸命にこう答えた。「もし私を
採用していただけるとしたら、グラフィックデ
ザイナーとして採用していただきたい。お茶を
汲んだり、掃除をしたりするような役目として
ではなく。それからお給料は、男性の大学卒の
採用者と同じだけいただきたい」　このエピ
ソードは、石岡瑛子の人となりをよく伝えるも
のだ。女性だからとナメラレたくない、逆に、
甘やかされるのもいやだった。男性と対等に
扱ってほしいと思っていた。美術界のエリート
とも言えそうな東京芸大卒の“肩書き”があっ

たとはいえ、入社面接という勝負の場でそれを
言ってのける、それが石岡という人である。
導入期2
　1962 年（24 歳）、石岡瑛子はその出発点か
らいろんな意味で型破りのルーキーだった。入
社後は技術的な面でまったく使いものにならな
い新入社員だった。大学を出て資生堂に就職し
てから上司であった、アートディレクター中村
誠（メンター）の強い助言もあって、会社での
仕事の傍ら日宣美にせっせと応募した。はじめ
の年は、末席でようやく入選、次の年はみごと
に落選。すっかり自信を失った石岡は、再びゼ
ロから鍛えなおした。
導入期3
　1963 年（25 歳）、石岡は「技術の修得などは、
おそらく５年もやれば身につくだろう。それか
ら先が問題だ。勝負は長いとのんびり構えてい
たという。資生堂宣伝部で、理解のある上司や
先輩たちに囲まれ、グラフィックデザイナーに
なるべくして、大切に育てられた。
　第 13 回日宣美展に、「レコード・ジャケット・
デザイン 2 シリーズ」を応募し、特選を受賞し
た。バッハの曲群をテーマに、正方形のカラフ
ルなハンカチに、折り目をつけ、曲面を強調し、
進出後退の遠近感を加えたようなイメージで、
女性性を感じさせる現代曲『LE	GROUP	DE	
SIX』	SIX の曲群（5 作品）を表現した。モノトー
ンの硬質な要素で構築した、男性性を感じさせ
る古典曲群『Bach』（5 作品）である。石岡の
中にある男性＆女生の両面を表出させた、今見
ても素晴らしい傑作である。
　石岡は述べる、「真夏の真只中、汗を流しな
がら、いく晩も自己と格闘して、創っては壊し、
創っては壊しをくり返していた時間が懐かし
い。私にとっての日宣美は、イコール日宣美展
との関わりの時間を意味していた。あの祭りは、
やはり在った方がよかったのではないかと、今
も私は確信している」瀬木慎一（2000）.	日宣
美の時代 p56-p57　トランスアート .
　『日宣美の時代』p.108 に、石岡の特選に受
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賞した作品群は、レコード・ジャケット・デザ
イン 10 点としてカラー掲載されている。石岡
は第 1 回世界デザイン会議で刺激を受けたバウ
ハウスを研究し、アルバースの代表作〈正方形
賛歌〉シリーズを造形先行研究として、石岡ら
しい（正方形賛歌）を創りあげた。

【ジョセフ・アルバース】バウハウスの教授で、
ナチスに追われてアメリカへ渡り、教鞭をとり
ながら、色彩と幾何学的形態による空間の知覚
にまつわる理論をアメリカに広めた。色彩の相
互作用と幾何学的形象による独自の絵画空間を
追求した彼が、その実践として制作し続けた代
表作〈正方形賛歌〉シリーズをはじめとする作
品群は、のちの幾何学的抽象絵画やグラフィッ
クデザインに強い影響を与えた。

【バウハウス】ドイツの総合造形学校。1919 年
グロピウスらがワイマールに開設し、1925 年
にベルリンとの中間にあるデッサウに移る。近
代建築運動の一つがここから始まり、絵画・彫
刻・デザインにも大きな影響を与えた。1933 年、
ナチスの圧迫により最終的に解散。（広辞苑第
六版	岩波書店	2008）

　石岡は述べている。常に 3 つの言葉をマント
ラのように唱えながら仕事に向かう。
1.「誰にもまねできない」2.「革命的」3.「そ
して時代を超えるデザイン」（NHK プロフェッ
ショナル仕事の流儀第 156 回	2011.2/14 放送）
　石岡のレクチャーショウの中で、石岡瑛子の
仕事像について、次のように語っている。「私
が 10 代の頃の日本社会は、女性に職業を持つ
権利などない、という風潮に満ちていた。本当
は職業を持ちたいのに、妻や母の立場に甘んじ
ている女性が多かった。幸い私の両親は女性が
職業を持つことに肯定的だった。やがて私は芸
大でグラフィックデザインの勉強を始めるわけ
であるが、芸大でデザインを専攻していると言
うと、「芸大にファッションデザイン科がある
のですか」と聞かれた。つまりそこには、女＝
ファッションデザイナー、という短絡的な発想

しかなかった。グラフィックデザイナーとして
仕事をするようになれば「女性のデザイナー」
と言われ。海外で仕事をすれば「日本人のデザ
イナー」と言われた。でも私はそうした逆境に
あればあるほど、逆に力の湧いてくるタイプで
す。ラッキーだったと思う。自らを成長させ、
続けることのできる環境を社会が用意してくれ
たわけですから。広告専門誌「ブレーン」（2006
年）. 石岡映子のレクチャーショウ（聞き手：
小池一子）　http：//eiko-timeless.com/?p=562

2.3　グラフィックデザインの定義
【 グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン 】 印 刷（graphic	
design）を媒体とした、視覚情報伝達のための
デザイン。本屋や雑誌の装幀・新聞雑誌広告・
ポスター・カタログの類。（広辞苑第六版　岩
波書店	2008）

【グラフィックデザイン】起源をたどれば、ヨー
ロッパでは 11 世紀初頭、日本では 11 世紀前
半の紋章にあたるし、さらにその定義を広く捉
えれば、洞窟壁画や土器表面の文様などにもた
どることができる。一般にグラフィックデザイ
ンが視覚伝達デザインとして世界に流布される
きっかけとなったのは、複製が可能な印刷技術
の発達による。そして 20 世紀後半まで、グラ
フィックデザインの定義は、紙などの平面素材
に規定されたデザインのことであった。20 世
紀後半は、新聞や雑誌など数ある媒体のなかで
も「ポスター」がグラフィックデザインの象徴
的な存在になり、海外のポスタービエンナーレ
などで福田繁雄などの日本を代表するグラ
フィックデザイナーがこの分野で活躍し、一躍
世界に名を馳せた。同時にその頃から、ブック
デザインやパッケージデザイン、広告媒体など
に	グラフィックデザインの概念が広がり、時
代とともに広義に解釈されるようになる。近年
はコンピュータの登場によりその概念はさらに
拡張し続けている。グラフィックデザインの定
義は国によって異なり、日本では広告表現も含
まれるが、フランスなどでは広告（アドバタイ
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ジング）デザインとグラフィックデザインの重
要性はさらに増している。（新版	現代デザイン
事典	平凡社	2010 年）

2.4　日本で頭角をあらわしたグラフィックデ
ザイナーたち
　グラフィックアートおよび広告研究家。広告
博物館（パリ）元館長のアラン・ヴェイユ（2005）.
は、述べている。「戦後の厳しい復興期を終え
ると、消費社会が幕を開け、人々の関心が世界
へ向くようになった。そのような状況を背景と
して、日本のグラフィックデザインが開花した
のである。モダン・クラシックの作品を制作し
た亀倉雄策や、伝統的な文化的要素を利用した
デザイナーの手本ともいえる田中一光のほか
に、横尾忠則も世界中の人々を驚かせた。ポッ
プアートに日本の味付けをした横尾は、あざや
かな色あいの様々な断片を貼付けたり、重ねあ
わせて、気どりのない作品をつくりだした。彼
は一時期サイケデリックな作品をつくりだし
た、その後、原点に戻った。本の表紙、雑誌の
挿絵、可能なかぎりの技術をつかった技術を
使ったポスターなど、横尾忠則は非常に多くの
作品をつくっている。同じく 1970 年年代中ご
ろには、粟津潔がポップで色彩に富んだ有機的
な形のデザインをつくっている。また福田繁雄
は、おもに視覚的トリックをテーマとした作品
に挑戦した。日本のデザイナーが最初にコン
ピュータを利用したのは、当然のことである。
先駆者である勝井三雄につづいて、永井一正が
不思議な空間を構成した作品を制作した。時代
にあわせてスタイルをがらりと変える、日本人
の驚くべき能力を証明するかのように、永井は
その後、動物を様式化したデザインに没頭する。
そこには日本文化のふたつの基本要素である、
伝統と現代性がよくあらわれている。彼らは展
覧会のためにも作品を制作したが、大広告主が
行うキャンペーンも手がけた。中村誠は資生堂
のために、クローズアップの写真を使った作品
を制作し、日本の広告表現を一変させた。石岡

映子はパルコのアートディレクターとして、イ
ラストから写真まであらゆる分野に挑戦した。
日本のデザイナーたちは、売りたい製品をただ
紹介するという伝統的な方法では、もはや若者
を惹きつけられないということをよく知ってい
た。彼らは作品を合理的・客観的にではなく、
感覚的・主観的にとらえるからである」アラン・
ヴェイユ（2005）. グラフィックデザインの歴
史 p.116 〜 p.119	日本で頭角をあらわしたグラ
フィックデザイナーたち　創元社

2.5　グラフィックデザイナー�横尾忠則
1936 年（0 歳）、兵庫県多可郡西脇光政・ツヨ
の次男として生まれる。
1939 年（3 歳）、父親の実兄で呉服商を営む横
尾誠起の養子となる。養母、稲垣てるゑ。
萌芽期
1940 年（4 歳）、初めて見たターザン映画に興
奮する。
1941 年（5 歳）、講談社の絵本シリーズの、石
井滴水筆『宮本武蔵』の挿絵および文字をそっ
くり書き写すなど、模写することに才能を発揮
し始める。丸一冊描き写すほどのめり込んだ模
写の楽しみは中学時代も継続、さらにその手法
は引用と名を変えて横尾の作品に生き続けて
いった。
1948 年（12 歳）、漫画家を志望し、雑誌『漫
画少年』にしばし投稿する。
1949 年（13 歳）、私立新制西脇中学校に入学。
中学校の頃、鈴木御水が挿絵を描いた南洋一や
梁川剛一の江戸川乱歩の小説の冒険の世界に熱
中する。
1950 年（14 歳）、習字を始め、全国学生書道
コンクールに応募。最優秀賞を受賞。
1951 年（15 歳）、加古川市の第 1 回美術展覧
会で優秀賞を受賞。
1952 年（16 歳）、兵庫県立西脇高校に入学。
北播磨書道展に出品。兵庫県立西脇高等学校に
入学。郵便局員に憧れ切手収集に熱を上げる。
エリザベス・テーラーにファンレターを書き、
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返事をもらう。
1953 年（17 歳）、漫画家の夢を捨て、通信教
育で挿絵を学び、挿絵画家を目指す。アルバイ
トで西脇市商工会議所のポスターを制作するほ
か、総選挙のための公明選挙ポスター募集で秀
作賞を受賞。
1954 年（18 歳）、武蔵野美術大学出身の教諭
の影響で油絵を描き始める。兵庫県主催やその
他の絵画展に応募、入選を重ねる。将来の夢を
郵便局員になるか画家になるかで悩んだ末、美
大受験を目指す。
1955 年（19 歳）3 月、兵庫県立西脇高等学校
卒業、武蔵野美術大学油絵科受験で上京するが、
老いた両親を思い、受験当日に断念し帰郷。西
脇市織物祭のポスターが一等賞し採用され、そ
れが縁で加古川市の印刷所にスケッチマンとし
て就職する。ジンク版の版下を担当し、試し刷
りの過程で発生する「ヤレ」の面白さに魅了さ
れる。神戸新聞の「読者のページ」のカット常
連投稿者になる。印刷所で「ヤレ」すなわち印
刷の過程で生じる製品未満印刷を見た横尾はと
りわけ試し刷りの版が重ねられたものにインス
ピレーションを得た。神戸新聞の読者のページ
カット常連投稿者になる。西脇時報の連載小説
に挿絵を描く。

導入期1
1956 年（20 歳）、神戸新聞社のカット入選の
常連 5 名で、カット展を開催。横尾は、デザイ
ナーになった経緯を述べている、「神戸新聞の
カット投稿の常連になっていて、ほかに 4 人常
連がいました。その一人から一緒に何かやらな
いかと。それで、神戸の喫茶店でグループ展を
したら、イラストレーターの灘本唯人さんと神
戸新聞の図案課長が、たまたま「喉が渇いた」
と入ってきて、灘本さんがこの絵は面白いから
雇った方がいいと。それが僕の絵でした。富士
山や城など、なんでもない絵ですけどね。それ
でデザイナーに。そこで働いているだけで鼻
高々でした、19 歳の頃です」。神戸新聞社宣伝

技術研究所に助手として入社。第 11 回国体
レスリング競技の宣伝ポスターに応募し 1 位
入賞。横尾は述べる、「考えず、言われるまま
に流されて、辿り着いた芸術の果て」、「苦労は
しない方がいいですよ」、横尾忠則（2017 年）	
ブルータス p28.	マガジンハウス
導入期2
1957 年（21 歳）、神戸新聞会館に勤めていた、
谷泰江と出会って一週間で婚約。
導入期3
1958 年（22 歳）、第 7 回日宣美展（日本橋高
島屋）で奨励用を受け、会員に推される。

「横尾忠則 HANGA	JUNGLE」カタログ（2017）.
町田市立版画美術館

2.6　イラストレーションの定義
【イラストレーション】さし絵。図解。（広辞苑
第六版　岩波書店	2008 年）

【イラストレーション】主に新聞、雑誌、書籍、
テレビジョンなどの媒体を通じて使用される大
衆への情報伝達のために描かれる絵のことをい
う。それは常に目的を持っており、描かれた作
品は、依頼側者の要求をしっかりとクリアして
いなければならない。漫画のキャラクターや絵
画、浮世絵などであっても、メディアによって
はイラストレーションと見なされることもあ
る。クライアント側の広告効果を高める必要が
あり、小説のさし絵としてのそれは、より読書
欲を掻き立てることが求められる。子供向けの
絵本なども同様であり、現在、大衆のイラスト
レーションに対する注目度は高い。日本でこの
名称がポピュラーになったのは 1960 年代に
入ってからだが、1936 年に発行された萩原朔
太郎の詩集『定本青猫』のカバーにさし絵とし
ての意味で「Illustration」の文字が見られる。

（新版 . 現代デザイン事典	平凡社	2010 年）

2.7　イラストレーター�和田誠
　1936 年（0 歳）、和田誠は大阪生まれ。1945 年、
東京に転居。1955 年、疎開した千葉で敗戦を
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迎える。グラフィックデザイナー、イラストレー
ター、エッセイスト、映画監督。
揺籃期
1950 年（14 歳）、映画好きの同級生に誘われ
月に 2、3 回映画を見るようになる。
1951 年（15 歳）、漫画家の清水崑が、『先生の
似顔絵による時間割』を作成していたと知り、
真似する。和田の原点は、身近な人の似顔絵を
描くことである。
1952 年（16 歳）、同級生からソール・スタイ
ンバーグの画集を借り、全頁を模写する。
1953 年（17 歳）、国立近代美術館（京橋）開
催の世界のポスター展に行きスイスのヘルベル
ト・ロイピンに惹かれポスター作りに興味を持
つ。イラストレーションのユーモアと色彩につ
いては、スイスのポスター作家ヘルベルト・ロ
イピンを高校時代より注目しており、それらが
凝縮してその後の和田らしさが萌芽したものと
いえる。

【ヘルベルト・ロイピン】1916 〜 1999 年。バー
ゼルの工芸学校で学んだ後、インド出身のスイ
ス派の巨匠、ヘルマン・アイデンベルツのスタ
ジオで実習。その後パリに渡りフランス・グラ
フィック界の巨匠の一人、ポール・コランの主
催する美術学校で学ぶ。卒業後、一時ドナルド・
ブランのスタジオで働いたあと独立。彼の作品
は、同世代のレイモンド・サヴィニャックと人
気を二分している。

導入期1
　1955 年（19 歳）、多摩美術大学美術学部図
案科に入学する。日本橋高島屋で開催された、

「グラフィック’	55 展」を見て、大橋正、早川
良雄、山城隆一の印象が強かった。興和新薬が
蛙のイラストレーションを募集し、一等賞を受
賞した。一等賞はもう一人いて、ウノアキラ（宇
野亜喜良）であった。
導入期2
　1956 年（20 歳）、図案科 2 年生。ルーマニ
ア生まれのアメリカの漫画家でイラストレー

ターの「スタインバーグ」と、ユダヤ系リトニ
ア生まれ、アメリカ合衆国の画家の「ベン・
シャーン」に傾倒した。
導入期3
　1957 年 8 月（21 歳）、4 月多摩美術大学美術
学部図案科 3 年生になると、日本のグラフィッ
クデザインの黎明期における先駆者の一人であ
る山名文夫が担当となり、授業がたのしくなる。
描き版オフセット印刷の演劇ポスター『ねじの
回転』（1957.4/10,11,12 公演）. 産経ホールが、
街に貼られて嬉しかった。この年、第 6 回日
宣美展で奨励賞を受賞した。映画ポスター 4 点
を応募した。そのうちの「夜のマルグリット」は、
男優 2 人の構成と透明で微妙な色彩が、右側の
洗練されたタイポグラフィと見事な調和を見せ
て受賞した。『日宣美の時代』（2017）. 和田誠
と日本のイラストレーション

【山名文夫】1897 年生まれの山名文夫（やまな	
あやお）は、日本のイラストレーター、グラ
フィックデザイナーである。日本のグラフィッ
クデザインの黎明期における先駆者の一人で、
大正期から昭和初期にかけてのモダンなアー
ル・デコスタイルで知られる。少年期から竹久
夢二や北野恒富、オーブリー・ビアズリーに憧
れ模写に没頭する。1929 年（昭和 4 年）、東京・
新橋の化粧品会社・資生堂の意匠部に入る。アー
ル・デコ調の「モダン・ガール」を資生堂広告
紙上で完成させてゆく。1931 年、資生堂を退
社し、東京広告美術協会を設立した。1933 年、
写真家の土門拳、藤本四八、グラフィックデザ
イナーの河野鷹思、亀倉雄策らとともに、写真
家の名取洋之助の第 2 次日本工房に参加し、雑
誌『NIPPON』のレイアウトなどを行う。1936
年、日本工房を退社して資生堂に戻り、1939
年東京市世田谷区成城町に自宅兼アトリエを開
いた。1945 年、48 歳で終戦を迎え、1947 年か
ら 1967 年まで、多摩造形芸術専門学校の図案
科教授を務めた。当時の教え子に湯村輝彦がい
る。1948 年、資生堂に復帰した。54 歳になる
1951 年、亀倉雄策、早川良雄らと「日本宣伝
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美術会」（日宣美）を設立、初代委員長に就任
した。69 歳になる 1965 年には、日本デザイナー
学院を設立し、初代学院長を務めた。同年12月、
世田谷区成城の自宅兼アトリエを閉じ、終生の
住まいとなる多摩市桜ヶ丘に転居した。1967
年、勲四等瑞宝章を受章した。1969 年、72 歳
のとき、資生堂の宣伝部制作室長を辞する。資
生堂の「花椿マーク」（原型は福原信三）、スー
パーマーケットの「紀ノ国屋」のロゴ（1953 年）、
新潮社の「新潮文庫」の葡萄マーク（1950 年）
のデザインも手がけている。

【ソール・スタインバーグ】1914 年、スタイン
バーグはルーマニア生まれ。ユダヤ人の家庭で
育った。ブカレスト大学で 1 年だけ哲学を学ん
だ後、イタリアのミラノ工科大学に転じて建築
を専攻、1940 年に卒業した。諷刺雑誌『ベル
トルド』に積極的に関与したが、1942 年、ファ
シスト政権下の反ユダヤ的なイタリアを逃れて
渡米。『ニューヨーカー』誌のために表紙を 85
回描き、漫画やイラストを 642 点発表した、ア
メリカやヨーロッパで何度も個展を開き、漫画
家とアーティストの双方に属する、ほぼ初めて
の作家となった。

【ベン・シャーン】1898 年、ベン・シャーンは
リトアニア生まれ。ユダヤ系リトアニア人。帝
政ロシア領のカウナスに貧しい木彫職人の子と
して育った。両親ともユダヤ人。1906 年、7
歳のとき、移民としてアメリカに渡る。ニュー
ヨークのブルックリンに住み、石版画職人とし
て生計を立てたシャーンは、肉体労働者、失業
者など、アメリカ社会の底辺にいる人々と身近
に接し、彼らに共感をもっていた。やがてシャー
ンは、社会派リアリズムの画家として戦争、貧
困、差別、失業などをテーマにした絵画を描き
始めた。

2.8　東京イラストレーターズ・クラブの立ち
上げ
　和田誠（2018）. が述べている。「1960 年代、
私たちは絵を描くことが好きなグラフィックデ

ザイナーだった。まだイラストレーターという
言葉は知名度がなく、自分たちもイラストレー
ターという意識はなかった。宇野亜喜良と横尾
忠則が二人の合作の絵本「海の小娘」という絵
本をくれた。日本デザインセンターの梶祐輔が
物語を書き、横尾忠則の絵が前半、宇野亜喜良
の絵が後半で編集されていた。宇野亜喜良はイ
ラストレーションのスタイルを確立していた。
横尾は自分の作風を模索し、ようやく探し当て
新鮮な絵を描いていた。やがてイラストレー
ションというジャンルとイラストレーターとい
う職業があるということをアピールしたい気持
ちが強くなった。宇野亜喜良と横尾忠則とイラ
ストレーターズ・クラブをつくることに発展し
た。
　宇野亜喜良と横尾忠則は、イラストレーター
の原田維夫と共に日本デザインセンターを退社
して事務所スタジオ・イルを立ち上げた。宇野
亜喜良と横尾忠則の共通の話題は仕事がないと
言うことである。絵本を自費出版するのはいい
けれど、出版社のための仕事の装丁や挿絵をし
たい。しかし、出版社の編集者の視野にいるの
は、イラストレーターでなく、挿絵画家と呼ば
れる人たちだ。イラストレーターの存在を知ら
しめる運動をすべきではないか。そのために団
体を創設した。団体を創設するためには、仲間
が必要となり、灘本唯人、山下勇三、長新太、
伊坂芳太郎、山口はるみ、大橋正、早川良雄に
声をかけた。こうして、東京イラストレーター
ズ・クラブは発足した。
　高度経済成長期の 1960 年代は、若く才能溢
れるクリエイターたちが銀座を中心に昼夜関係
なく集まり、ジャンルを越えてお互いを刺激し、
大変に活気溢れる時代だった。灘本唯人、宇野
亜喜良、和田誠、横尾忠則の４氏も、銀座とい
うクリエイティブ業界の中心で、毎日のように
顔を合わせ過ごした。	1964 年に灘本唯人、宇
野亜喜良、和田誠、横尾忠則の４氏を中心に立
ち上げられた日本のグラフィックデザイン界初
のイラストレーターの組織「東京イラストレー
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ターズ・クラブ」発足を皮切りに、1965 年「ペ
ルソナ展」開催、1966 年矢崎泰久編集の「話
の特集」創刊。1972 年「年鑑日本イラストレー
ション」刊行など、イラストレーションが牽引
力となって日本のグラフィックデザインは大き
く動いた。」和田誠（2017）.「和田誠とイラス
トレーション展」たばこと塩の博物館、横尾忠
則（2009）.ggg 第 279 回「銀座界隈隈ガヤガ
ヤ青春ショー〜言い出しっぺ横尾忠則〜灘本唯
人・宇野亜喜良・和田誠・横尾忠則 4 人展」ギ
ンザ・グラフィック・ギャラリー HP,	（展覧会
アーカイブ）

【多摩美術大学図案科沿革】1935 年、多摩帝国
美術学校を現在の東京都世田谷区上野毛に創設
する。校長・杉浦非水、名誉校長・北昤吉、主
任・中村岳陵（日本画）、牧野虎雄（西洋画）、
吉田三郎（彫刻）、杉浦非水（図案）、全学生数
67 名。1945 年、戦災により、図案科棟を残し
校舎焼失する。1947 年、専門学校認可、多摩
造形芸術専門学校（美術部・建築部・工芸部）
となる。理事長・杉浦非水、校長・井上忻治。
1974（昭和 49）年、美術学部の八王子キャン
パス移転完了。

第3章：著者が影響や指導を受けたメンター
たち

3.1　メンター・自分・ライバル
　コンテンツを創造する表現者を、指導・育成
するために、メンター・自分・ライバルのトラ
イアングルが必要である。著者は、美術予備校
時代から東京芸大時代にかけて、造形表現研究
中に、影響・指導・相談などの恩恵を受けた 3
名のメンターの「導入期」を、あらためて収集
し分析する。
　メンターはもともと、オデュッセイアという

『古代ギリシャの長編叙事詩』の中に出てくる
「Mentor」（メントール）という人物に由来し
ている。「Mentor」は、オデュッセイアに登場
する王の教育や助言を与える賢者でした。その

後、「Mentor」は英語でメンターと呼ばれるよ
うになり、仕事や人生をよりよくするための支
援者として、対象者への指導や助言をする人の
ことを指すようになった。英語の「Mentor」（メ
ンター）の意味は、優れた指導者・助言者・恩
師・顧問。信頼のおける相談相手・助言者・相
談相手・師匠という意味である。仕事上でわか
らないことがあるとき、迷いがあるとき、悩み
があるとき必要なのが、それまでの経験や知恵
をもとにして、考え方を広げ、新しい選択肢や
視野の存在に気づかせてくれるのがメンターで
ある。
　メンター制度は、会社や配属部署、コミュニ
ケーションやコンテンツ産業界における、上司
とは別に、指導、相談など、新人をサポートす
る制度。著者は、電通で出会う先輩は全員メン
ターでした。メンターが 2 人いる制作過程で、
その２人が違う指示を出される時は、非常に判
断に困った。
　ライバルの語源は、ラテン語で小川を意味す
る「RIVUS」の派生語である「RIVALIS」こ
れが、同じ川（水源、水利権）を巡って争う人々
から、一つしかない物を求めて争う人々の意味
へと発展し、フランス語を経由して英語になっ
た。英語のライバルは、常に対立し合っている
宿敵という意味で、好敵手という意味合いは無
い。一般にライバルないし好敵手は、何らかの
競争関係において、好ましい状態変化を促す存
在であると解される。スポーツの分野では、競
争相手が存在することで各々の選手が自身の技
や身体能力を鍛えあい、より良い記録が出るよ
うになり、表現の分野では競争相手の存在から、
より表現を高めあう方向で努力する意欲を得る
とされる。
　メンターは 20 歳以上先輩が良い。著者の経
験上、ライバルは、5 歳以内の年齢差、上下 10
年間の、熾烈な椅子とりゲームになる。それも
3〜6年間に決着がつく短期集中が必要である。

3.2　色彩銅版画家�池田満寿夫
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1934 年（0 歳）、池田満寿夫は旧満州国泰天市
に生まれ。
1945 年（11 歳）、終戦により張家口より長野
市に引き上げる。
萌芽期
1951 年（17 歳）、第一回日本学生油絵コンクー
ルに出品、アトリエ賞を受賞。
1952 年（18 歳）、銀座・フォルム画廊で最初
の油絵個展。
1953 年（19 歳）、第 17 回自由美術展に初入選。
1954 年（20 歳）、東京芸術大学彫刻科 3 度目
の受験に失敗する。芸大受験をあきらめる。

導入期1
　1955 年（21 歳）4 月、靉嘔、真鍋博、堀内
康司とグループ「実存者」結成。浦和市に住む、
瑛九（えいきゅう）を始めて訪れる。12 月、
大島麗子と結婚する。池田満寿夫（1992）. 日
経ポケット・ギャラリー池田満寿夫　日本経済
新聞社
導入期2
　1956 年（22 歳）、1 月、フォルム画廊で池田
満寿夫展（グループ『実存者』）連鎖展開催。7
月、第一回よい絵を安く売る会に参加しこの会
が機縁となって久保貞次郎と瑛九を知る。瑛九
の助言にしたがって、色彩銅版画を制作。デモ
クラート協会に参加。
　田中穣（1977 年）p.82 がインタビュー記事
を書いた、「イケダは、七年前、長野から上京
した。画家になるつもりで、芸大を三度受験し
て、三度ともすべった。銀座や新宿で、一枚百
円の似顔絵を飯のタネにしたこともあった。五
年前、かれは瑛九と知り合った。奇妙なペンネー
ムを持つこのれっきとした日本人画家は、
シュールレアリスム（超現実主義）の作風を持
ち、団体を拒否したところで自由な芸術論をた
たかわし、それを推進するグループ「デモクラー
ト」を組織していた。このグループを一生懸命
後援した美術評論家で児童美術教育の改革者
で、日本では有数のコレクターであって、版画

ビエンナーレの日本側の審査員の久保貞次郎
は、瑛九にすすめられてグループに入ったイケ
ダと、知り合うことになった。「お前は才能が
あるのになまけものだ。このルンペン根性を、
まず捨てねばダメだ」きつく瑛九にいわれたイ
ケダは、翌日から街頭に立って似顔絵描きをや
めて忠告に応じた。瑛九からすすめられた銅版
画のアルバイトを始めた。同じ版画でも、色を
つけた方が売れる可能性がある、という瑛九の
意見を入れたイケダが早速つくりあげた色彩銅
版画集の 5 部を、久保は見せられて、その場で、
即金で買い上げたこともあった。「これは、イ
ケダ君、エルンストの銅版画に匹敵しますよ」
と若いイケダを、おだてたこともあった。田中
は評論家で新しい美術の推進者で、日本での有
数の版画コレクターがイケダのパトロンだと同
感した。田中穣（タナカ	ジョウ）1925 年生まれ。
読売新聞社入社。美術担当編集委員、退社後は、
美術評論家。第 62 回直木賞候補（昭和 44 年
/1969 年下期）『藤田嗣治』、第 1 回大宅壮一ノ
ンフィクション賞候補（昭和 45 年 /1970 年）『三
岸好太郎』。一番大事なことは、支援者に愛さ
れることである。瑛九が池田の最初のメンター
である。10 月、色彩銅版画集（限定 30 部）を
自家出版、瑛九が序文を書いてくれた。“色エッ
チング”と書いている。池田満寿夫（1992）
日経ポケット・ギャラリー『池田満寿夫』p.42	
導入期3
　1957 年（23 歳）、6 月、国立近代美術館、読
売新聞社主催、第 1 回東京国際ビエンナーレ展

（第一会場読売会館）公募部門に、色彩銅版『太
陽と女』が入選する。

3.3　古典様式画家�有元利夫
　有元利夫は 1946 年（0 歳）、一家の疎開先で
ある岡山県生まれ。生後三ヶ月で上京、台東区
谷中に転居。生涯のほとんどを谷中で過ごす。
元家は美作菅氏の末裔。
　有元利夫は、イタリアルネッサンス期の
ジョット、ピエロ・デラ・フランチェスカや、
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日本の古仏、平家納経などを敬愛し、それら「古
典｣ や「様式｣ のもつ力強さに惹かれ、影響
を受けた。生涯に制作したタブローは 400 点に
満たない。それらは岩絵具や顔料を色材とし、
アクリル、膠等の媒剤を用いて、ごく少数の例
外を除きみなキャンバスに描かれている。女神
を思わせる人物像をテーマとした作品がほとん
どで、雲、花弁、トランプ、カーテンを彩る素
材として好んだ。
萌芽期
　1953 年、台東区立中小学校入学。ゴッホに
強い影響を持つ。1959 年、台東区上野中学校
入学。1959 年、東京都都立駒込高等学校入学。
2 年の終りより講師として教鞭を取りはじめた
版画家の中林忠良の指導によって、再び美術に
興味を持ち始める。高校 3 年になってから進路
を東京芸大に定める。
　1969 年	4 浪後、東京芸術大学美術学部工芸
科デザイン専攻に入学。後の夫人、日本画科の
渡辺容子と出会う。有元利夫『有元利夫△女神
たち』（1981）.	（思い出すこと、憶えているこ
と p92）で述べている、「1971 年（25 歳）、と
にかくなんとなくヨーロッパ旅行する。ローマ
で降り立ち、数日間イタリアで過ごし、スイス、
フランス、オランダ、イギリス、ドイツと回っ
た。それまではヨーロッパの古典絵画について
の予備知識もなく、東京での展覧会や画集など
もまんべんなく広くまめに見るということをし
てこなかったから、いきなり本物と対面してし
まった。カタコンベの壁画。小さな鳩がさりげ
なく描かれたフレスコ画を見た時は、肌があわ
だつほどの興奮を覚えた。
　有元利夫（1981）私の卒業制作 p.83 で述べ
ている、「イタリア旅行で受けた、ピエロ・デラ・
フランチェスカの感動とイメージを、なんとか
まとめてみようとした」「その影響は、同時に、
日本の古画、仏画の見なおしをうながした。帰
国後、フレスコ画と同様の質感を求め、岩絵具
を用いはじめる」（1987 年）有元利夫展　アク
シス・パブリケーションズ。1972 年（26 歳）

10 月、渡辺容子と結婚する。
導入期1.
　1973 年（27 歳）3 月、東京芸術大学美術学
部デザイン科卒業。卒業制作ではピエロ・デッ
ラ・フランチェスカらの作品を引用しつつ独自
のスタイルを探る連作『わたしにとってのピエ
ロ・デラ・フランチェスコ』を出品し、作品は
大学買い上げとなった。4 月、電通に入社した。
銀座旧本社。3CR に配属される。広告デザイ
ナーとして働きはじめる。
導入期2.
　1974 年（28 歳）、電通での広告デザインの
仕事にたずさわってきた最大の収穫は、「多く
のすぐれ者に出合ったこと。カメラマンや営業
の人たちを含め、世の中にはすごい人がいるこ
とを実感した。なれあいも通用しない、その中
で優れた能力を発揮している人たちに接し学ん
だ」。みゆき画廊で、同級生の箕浦昇一と『二
人展』を開催。
導入期3.
　1975 年（29 歳）、有元は述べている、「電通
に務めていた丸 3 年間、絵を描くのは夜と土日
だけ、一日の業務が終わると一目散に谷中の家
にとってかえして、描く。振り返ってみると、
会社の帰りに同僚たちと一杯飲んだという記憶
はひとつもない。電通のビルは歓楽の銀座にあ
り、会社の連中はみんな酒豪、自身も決して酒
が嫌いなほうではない。週末がまた稼ぎ時。旅
行嫌いも手伝って、やはり三年間は一歩も都内
からでなかった。ほかのことに時間を割くのが
惜しくてならなかったからである」p.94
　6 月に有元利夫初個展（みゆき画廊）を開催

（20 点出品）「個展の 4 日目に、中年の品の良
い紳士がふらりと立ち寄ってくれた。ひとわた
り作品を見た後、その人は「なかなかいいです
ね」というさりげない言葉を残して帰っていっ
た。次の日、芸術新潮のカメラマンが来て絵を
撮影していった。前日の紳士は芸術新潮の編集
長だった。それからひと月たって、同誌の巻頭
ページに作品「手品師」がカラーで載り、評も
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出た。この評がどれほど僕にとって大きな励み
になったことか－。幸い個展の売り上げもよく、
かなりの額のお金が手に入った。その上、作品
はすべて買い取るという条件で翌年の画廊企画
の話もまとまった＜中略＞ひょっとしたら絵一
本でやっていけるじゃないかという思いがチ
ラッと頭の中をかすめた」有元利夫『有元利夫
△女神たち』p.94
　また、有元が影響を受けたのは、平家納経（へ
いけのうきょう）の経典に施された装飾は絢爛
豪華で平家の栄華を今に伝える、平安時代の装
飾経。平氏が一門の繁栄を祈って発願し、法華
経などの写経に清盛の願文を添えて、1164 年
厳島神社に奉納したもの。全三三巻。平安後期
に流行した装飾経の技術の粋を集めた豪華な国
宝。
　有元の恩師の退官記念文献『プロフェッサー

「大藪雅孝」』（2004）. で著者がインタビューを
受け、その中で有元絵画と出会ったときの様子
が記録されている。「二年の浪人の後に芸大に
進んだ藤掛は、すっかり作家気分になり、自分
の課題を考え、自分の個性を見つけようとした
が、自力でなかなか出来ずに苦しんでいたとき、
当時非常勤講師だった有元利夫と出会った。そ
れは藤掛にとって「事件」に近い出来事だった。
教室のドアに何気なく貼られた有元の個展案内
状に刷られた『誕生』という、あの独特の触覚
的なマチエールで描かれた女神の絵を一目見
て、「この手があったのか、ヤラレタ」と、大
きなショックを受けた。そのせいで卒業までの
二年間はすっかり有元病にかかり、卒業制作も
その影響を受けた作品だった。

3.4　グラフィックデザイナー�福田繁雄
1932 年、東京都台東区に生まれる。
萌芽期
1943 年（11 歳）、郵便貯金奨励のポスターを
学校代表として描いた。田中国民学校成績品展
覧会で図画一等に入賞。中学では剣道部に所属、
今戸のソロバン塾、三の輪の書道塾へ通う。

1944 年（12 歳）、東京都浅草田中国民学校卒業。
疎開という言葉はなかったが、岩手県福岡町に
移転する。福岡中学校に編入。宮沢賢治の本を
愛読し、初山滋のあのにじんだ味の挿絵を模写
する。
1947 年（15 歳）、「鉄道 75 周年記念コンクール」
で図画二等に入賞。
1948 年（16 歳）、岩手県福岡中学校を卒業。
岩手日報に投稿した四コマ漫画「ヘンな男女同
権」が掲載される。学制改革で男女共学となり、
岩手県立高校 1 年に編入する。
1949 年（17 歳）、「読書週間全国学童生徒作品
コンクール」ポスター作品が、高等学校部門一
等賞を受賞。「全国学生漫画コンクール」蛍雪
時代主催に脛夫・蚊汁兄弟（すねかじるきょう
だい）という四コマ漫画を応募し、一席なしの
二席を受賞。芸大進学の勉強と漫画を描く日課
が始まる。
1950 年（18 歳）、「第 4 回岩手県芸術祭第 5 県
下学童生徒図画展」川徳賞受賞。
1951 年（19 歳）、「第一回全国高・中・小学校
生徒国土緑化運動ポスター図案コンクール」東
北地方の代表作品に入賞。岩手県立福岡高等学
校卒業。
1952 年（20 歳）、「どんぐりとやまねこ」ポスター
を描く。
1953 年（21 歳）、東京芸術大学美術学部図案
科入学。「観光ポスターコンクール」に入選。（日
本国有鉄道、全日本観光連盟、日本交通公社主
催）
1954 年（22 歳）、「第一回全国学生作品コンクー
ル」（産業経済新聞社主催）に入選。「観光ポス
ターコンクール」に入選。（日本国有鉄道、全
日本観光連盟、日本交通公社主催）	「第 38 回二
科展商業美術部門」に入選。「第二回日本宣伝
美術会展」に（騒音追放）を応募、落選。
1955 年（23 歳）、産業経済新聞社主催の「第 2
回全国学生作品コンクール」で準サンケイ広告
賞受賞。日本童画展に『マッチ売りの少女』を
応募、アンデルセン生誕百五十年記念賞受賞。
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第五回日本宣伝美術会展で、佳作賞受賞。第
23回産業デザイン振興運動	商業デザイン展で、
佳作賞受賞。日本橋高島屋で開催された、「グ
ラフィック‘55 展」（原弘、河野鷹思、伊東憲治、
早川良雄、大橋正、山城隆一）が開催され、福
田は一週間の会期中、毎日通い続けた。

導入期1
　1956 年（24 歳）、福田繁雄は、「観光ポスター
コンクール」に入選。日本国有鉄道・全日本観
光連盟・日本交通公社主催の「シェル石油デザ
イン賞」に入選。東京芸術大学美術学部卒業。
味の素株式会社	広告部制作課入社。福田は、
花王石鹸か資生堂に入社しようと思っていた。
味の素社がはじめてデザイナーを募集し、給料
が他社に比べて 2 倍であった。開拓のつもりで
先輩のいない味の素社の試験を受けた。教育大
学の勝井三雄と東京芸大の福田繁雄が合格し
た。
導入期2
　1957 年（25 歳）、「デザイナー 3 人展」（江
島任、仲条正義、福田繁雄）東京丸善画廊。３
人は、ポスター、雑誌広告、絵本などを合作し
たり、競作したり、やりたいことをした。向秀
雄は、広告雑誌「宣伝会議」（No.41）で評価し
た。「3 人展は最近のヒットですね。デザイン
関係の展覧会では、近頃では一番見ごたえが
あった。」この記事は、福田について最初の活
字になった記録である。
導入期3
　1958 年（26 歳）、第 8 回日本宣伝美術会展で、

『エスサン肥料』のテレビコマーシャルが、特
選を受賞する。
　福田繁雄が当時の出来事を述べている、「5
時 30 分を過ぎると、京橋の味の素広告部制作
室の空間は、私たちの独占アトリエだった。夏
の終わりに近づくと毎日のように、深夜まで作
業を続けたものだった。味の素がはじめて芸術
系の大学から正社員を 2 人採用した。東京教育
大学（現・筑波大学）から入社した勝井三雄さ

んと私。作業は当然 !!	日宣美出品作品の制作、
原稿作り。完成した原画を入稿するのは有名な
シルク・スクリーンのサイトウプロセス印刷所。

「福ちゃん、来てみてよ！」むこうの部屋から
声がした…勝ちゃんがまるめられて届いたばか
りの出品作品を床に伸ばして広げている。

『ニューヨークの人々』（1958）の色違いの刷
り出しが 10 枚程床に並べられた。色彩といい、
構成といい、新しい、素晴らしい !!　今年も自
分の作品は準入選かと、一瞬目の前がくらくら
して、「いいじゃない…」と言うのが精一杯だっ
た。数日後、日宣美事務局から広告部に連絡が
あった『勝ちゃんが入賞した』。「おめでとう !!　
勝ちゃん」。その数時間後に正確な連絡が入っ
てきた。勝ちゃんが日宣美賞で、福ちゃんが特
選だ !!「打合せで喫茶店に言ってきます」と課
長につげて、2 人でエレベーターに飛び乗った。
エレベーターの中で「やった〜 !!」と手を取り
合ってとび上がった。エレベーターが、ガクガ
クゆれた足元の感覚を今でも覚えている」
　「私の東京芸術大学美術学部時代は、時代の
趨勢というか、インダストリアルデザインが産
業界の上昇気流に乗っていて、日宣美に出品す
る同級生は少数派で限られていた。江島任さん、
仲條正義さん、この 2 人共、早々に日宣美の奨
励賞を受賞した天才肌で、私は気負いばかりで、
焦りの日宣美戦争が続いていたのだった。在学
中に日本童画会に出品した「みにくいアヒルの
子」がアンデルセン誕生 150 年記念賞を受けた
り、二科会の商業美術部門の 2 年生の時に入選
したり、全日本観光ポスターコンクールに入賞
したりはしたが、日宣美は難攻不落で、不発の
ままの卒業だった。そして、就職先の味の素で、
ようやく入賞出来た。それも、ポスターではな
くコマ描きした『エスサン肥料』（1958 年）の
テレビコマーシャルだった。とにかく、日宣美
の暑い戦いは、若い私にグラフィックデザイ
ナーであり続けることへの喜びと誇りを贈って
くれたのだった。」福田繁雄（2000）.『日宣美
の時代』（難攻不落の日宣美）
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　福田繁雄の造形哲学を、述べている。「デザ
イナーは 3 つの厳しい条件を持たなければなら
ない。それは、この道に進む誰もが望んでいる
のだが、容易に身につけられる条件ではない。
第一は、「造形に対する才能である。技術では
なく、自分の造形を発見する感性である」第二
は、「新しい時代、明日の社会を読み取る知識
以上の＜先見の明＞という智恵である」第三は、
デザインに対する確固たる信念である。それは、
デザインは文化であるという意思でもある」福
田繁雄「Creation1」（1989 年）. リクルート	
六耀社	巨匠シリーズ 1 ポール・ランド（p.60）
　1984 年頃、福田は味の素社の退社について、
独り言のように「他にやりたいことができたの
で退職した」と著者に述べた。著者は「福田は
味の素社の仕事が嫌いで退社したのではない、
ほかに輝く希望を見出したのだ」と思った。味
の素社は、1917 年（大正 6 年）から外貨を稼
ぐグローバル企業であった。福田は、海外の販
売代理店に配る「ヌード・カレンダー」制作の
話をされた。上司に質問した、「女性のヌード
のある部分に味の素の瓶を配置するのか？」上
司の回答は「海外の販売代理店のおやじが喜ん
で、壁に貼るからだよ」。芸大教室で著者は「ポ
スター表現で一番大切なことは何ですか」と尋
ねたら、「Something だよ」と福田は答えた。
直訳すると「何か」、ビートルズの歌詞からい
えば［Something	in	the	way	she	moves,	attr
acts	me	like	no	other	 lover］〈彼女の振る舞
いに感じる何かが , 他の恋人になかったほど僕
を惹きつける〉。この冒頭の歌詞は、ジェームス・
テイラーの楽曲“彼女の言葉のやさしい響き”
から引用された。40 年経った今でも福田の謎
解きのような「Something」に自問自答してい
る。そういえば、もみ上げのある福田繁雄はジョ
ンレノンに似ていた。

　グローバル企業「味の素社」で、福田は海外
へ輸出する販売促進物の洗礼を受けていた。そ
の後の、福田の海外コンペティションへの萌芽

期であったと考える。福田繁雄の味の素社勤務
時代の、広告デザインや促進販売の作品を作品
集や文献などの資料がない。味の素株式会社

（編）（2009）「味の素グループの百年」味の素
株式会社（編）から当時の福田繁雄の広告や販
促の制作環境を調べた。

3.5　味の素社の近代的マーケティング手法の
採用�－広告活動の展開－

「販売促進活動の強化と平行して、1966 年頃、
味の素社は広告活動も積極的に行っていった。
この時期、味の素社は広告活動も積極的に行っ
ていった。とくに、大量の広告費が投入された
だけではなく、伝統的な「味の素」の広告に、
新しいマーケティングの考え方に基づく施策を
導入しようという試みがなされたのである。
　広告についての新たな基本方針は、1.「味の
素が食卓瓶の考案によって、台所から食卓に進
出して消費者の使用習慣を変えて使用量を増加
させたように、使用場所、方法を新たに開拓し、
それによって販売量の飛躍的な増大を図るこ
と」、2.「味の素社のイメージを向上させる企
業広告を行うこと」であった。とくに、2. の点
については、総合食品メーカーを志向する味の
素社にとって必要な要件であり、これを満たす
ためには、従来の広告活動をさらに発展させる
必要があった。味の素社がまず行ったのが、広
告活動を展開するうえでの基本的な調査であっ
た。1960 年 7 月、慶応義塾大学心理学研究室
および心理学者、調査専門家に依頼し、専門的
な手法による、味の素ならびに味の素社に対す
る一般消費者イメージの調査を行った」（pp.321
〜 p.322）基本調査の実施と同時に、社外より、
広告に関するさまざまなアイデアの募集を行っ
た。1961 年 3 月から、社外の専門家・有識者
による、広告に関するアイデアマン会議を開催
し、テレビ、ラジオ等の電波媒体を中心にした
広告、新聞、雑誌等の印刷物を中心とした広告
について、それぞれ討議し、味の素社の広告の
方向についての示唆を得た。このように下地を
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整えながら、味の素社は積極的な広告・宣伝活
動を行っていった。まず、テレビ・ラジオなど
を利用した広告・宣伝については、1950 年代
後半より急速に普及したテレビは、重要な広告
媒体となっていた。それゆえ、味の素社は、テ
レビを通じた広告・宣伝を非常に重視し、番組
提供などにより、積極的に活用していった。そ
のなかで主なものは、家族みんなで楽しめるア
メリカ映画「うちのママは世界一」、子供向け
アニメ「ウッドペッカー」、10 代向けの音楽番
組「ホイホイミュージックスクール」、午後の
ショー番組の「アフタヌーンショー」などであっ
た。このうち「ホイホイミュージックスクール」
は、次代の消費者である 10 代の若者に「味の素」
をアピールすることを企図しており、リズミカ
ルな CM ソングとともに放映された。また、
ラジオ番組では、「奥様手帳」の提供がその代
表だった」（p.322）「新聞、雑誌などによる広告・
宣伝活動については、1958 年 3 月、広告部内
に制作課を設置するなど、独自の制作活動を
行っていった。この時期の新聞広告の特徴は、
広告スペースを拡大したことである。各社が 1
ページ広告を掲載するなかで、そこで、1960
年 5 月より、毎月初めに「朝日」「毎日「北海道」

「西日本」の各紙に全 5 段、「読売新聞」に全
10 段の広告を掲載した。広告表現については、
日常生活のなかからテーマを設定し、写真とわ
かりやすいコピーを中心に、季節に応じた料理
のヒント、料理のコツなどを配した親しみやす
いものとした」（p.323）「味の素の広告は、数々
の賞を受賞した。まず、1958 年、野菜などの
料理の表現を擬人化した一連の広告が「朝日広
告賞」を受賞した。また、1961 年 10 月、『婦
人倶楽部』に掲載した広告『むらさきべんとう』

（1961 年 5 月号）が、読者がえらぶ婦人倶楽部
広告賞 A 部門（多色刷りの部）で金賞を受賞
した。1963 年 11 月、日本広告協会主催の第 3
回消費者のために役に立った広告コンクール

（新聞広告飲食料品部会）では、『朝日新聞』な
どに掲載された「新春おぞうに三重奏」が最優

秀賞を、『サンデー毎日』などに掲載された「ホー
ム・キッチンシリーズ」がそれぞれ入賞した」

（p.323）
　味の素株式会社（編）	（2009）.「味の素グルー
プの百年」味の素株式会社編
　著者が聞いた福田繁雄語録。「世界でだれも
やっていない仕事をしなさい」、「ぼくの真似は
しない方がよい、追いつけないからやめなさい」

第4章：同世代の仲間・同志・ライバル

4.1　イラストレーター�日比野克彦
　1958 年、岐阜市に生まれる。
萌芽期
　2017 年末、「子供は誰でも芸術家だ。幼稚園
から小中高生、現役大学生、アーティストの作
品を通し美術教育の流れを体感する展覧会」に、
日比野克彦は 10 歳の時に描いた『バラ』（1968
制作 . キャンバス、オイルペイント、H27.7 ×
W37.0	cm.）を出品した。
　著者は、日比野克彦『バラ』を鑑賞した。10
歳の眼でよく観察した『バラ』の本質を、一気
呵成に表現し、勢いと生命力と香りが満ち溢れ
ている絵画であった。日比野の油絵≪バラ≫は、
ドイツ表現主義のエミール・ノルデ（ドイツの
画家）、キルヒナー（ドイツの画家）、フランツ・
マルク（ドイツの画家）、アメリカ抽象表現主
義のデ・クーニング（オランダ出身）のスタイ
ルに近いと考察する。表現主義は自然の写実的
な再現より、表現者の内面の感情の表出を重視
する芸術スタイルである。外的な特徴を描写す
る印象派とは対極にある。東京芸術大学 130 周
年記念事業	全国美術・教育リサーチプロジェ
クト（文化芸術基盤の拡大を目指して）子供は
誰でも芸術家だ。	（2017 年 11 月 17 日〜 12 月
31 日、東京芸術大学美術館３階）	

芸大旋風
　日比野へのインタビュー記事が、1984 年「イ
ラストレーション」誌の中にある。
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【受験勉強】入りたいと思っていたんだ芸大に。
ぼくね 15,16,17, と私の人生芸大。計画的、壁
に東京芸大どうのこうのってあるでしょうドラ
マに、必勝とかいって。芸大知ったのは早かっ
たですよ。昔の洋画壇の画集とか、結構一杯家
にあった、お袋が好きだった。周囲も知ってい
た、芸大志望って。だから放課後になると、ヒ
ビノがデッサン室に行くよといわれた。だから
芸大の高校の先輩がくると神様に見えた。勉強
といってもほとんどデッサンだけ。平面構成と
立体構成は 10 点にもみたない。高 2 と高３の
夏は、東京・目白の「すいどーばた美術予備校・
夏期講習」に行った。芸大の受験の試験問題は、
デッサンは「ジョルジョ」、平面構成が「アジ
の開きと麦の穂」、立体構成が水粘土で「風を
表現しなさい」。3 次が「学科と面接」。現役で
芸大落ちて多摩美に入った。多摩美の課題を
しっかりやっていた方だから、それが良かった。
色彩の勉強もやるし。翌年また芸大受けて、石
膏像が「アリアス」、平面が「さざえ」、立体が
水粘土で「紙袋とリンゴ」。多摩美にいる間は
ホント受験勉強なんてひとつもしませんでし
た。

【芸大生活】ぼくは大学じゃ課題ができなくて、
制作過程を人に見られるのが恥ずかしくて。芸
大は課題が少なくて、大学生活 2 年目というこ
ともあり、余裕ありました。まず遊ぶことを考
えて“みんな遊びに行こうぜ”と音頭をとった。
高校時代は犠牲にしていましたからね。“高校
3 年から受験勉強始めて、一浪して芸大入る”っ
ていうのが一番キレイな気がします。現役で入
るのは結構大変ですからね。

【大学院】院 1 年は早かった。院 2 年は、もう
早く大学院から出たいと思いましたよ。仕事を
もらうようになったから。大学で仕事の打ち合
わせとか、受け渡しとかするようになっていた。
芸大って時間が止まっている空間だから、大学
のメリットがない。「イラストレーション」誌
の表紙を描いたのが院 1 年の冬 1 月末の発表
で、とにかく仕事が沢山来るようになって、制

作も学校でやって申し訳なかった。後輩に、お
客様にお茶まで出してもらったりして。「イラ
ストレーション」誌（1984.12）	玄光社「特集：
芸大旋風」

導入期1　
　1981 年（23 歳）、芸大 4 年生、イラストレー
ション誌上でスタートした、公募「ザ・チョイ
ス」に初入選する。第 1 回審査委員は湯村輝彦。
導入期2　
　1982 年（24 歳）東京芸術大学美術学部デザ
イン科卒業。4 月、東京芸術大学大学院美術研
究科修士課程デザイン専攻入学。東京芸術大学
卒業制作賞である第 1 回デザイン賞受賞。ギャ
ラリー・ごーしゅ個展（東京）、第 3 回日本グ
ラフィック展大賞受賞。
　都築潤と福井慎一（2010）. は、日本イラス
トレーション史　美術出版社で述べている。「な
んと呼んでいいのかわからない、審査員さえも
困惑させたオブジェ・ワークスは、やがて時代
と共鳴して“HIBINO の時代”を引き起こす」
p.86「1983 年の秋、渋谷の街には、作品を手
にした若者たちの列ができていた。PARCO 主
催	第 4 回日本グラフィック展への応募者であ
る。早朝からできた行列は、PARCO のビルを
幾重にも取り巻き、延々と続いた。応募総数は
前年の 2 倍を超える 4634 点。そのきっかけと
なったのが、1982 年の日比野克彦の登場であっ
た。＜中略＞それまで 10 年間以上にわたって
停滞していたイラストレーションの公募展は、
80 年、第一回日本グラフィック展によって復
活する。その後 1981 年「イラストレーション」
誌の「ザ・チョイス」、1983 年「第１回 JACA
日本イラストレーション展“83」（7/28-8/2）
国際芸術振興会もスタートし、発表の場を求め
ていた新しい才能に火をつけた。ダンボール
アートの登場に、コンペティションの時代は熱
狂した。＜中略＞日比野の応募作品は最終選考
の途中までは漏れていた。
　最終選考で決定打がなく、イラストレーター
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の山口はるみが「ほかに気になるものがなかっ
た？」と、倉庫に行って僕の作品を引っ張って
きてくれたそうだ。山口がいなかったら、僕の
人生は違うものになっていた」p.88-p.89。
　1981 年、日比野は湯村輝彦が審査員の第 1
回「ザ・チョイス」に応募する。「湯村輝彦が
好きだったから、作品を見て寸評をもらえると
思った。ところが平面の作品は入選したけど、
立体は「立体作品は受け付けません」の悪例と
して写真掲載されただけ。当時のイラストレー
ションは 1970 年日宣美の解散後、1980 年まで
の 10 年間、新人を発掘するコンペティション
が消滅していた。

芸大現象どう思いますか　（イラストレーショ
ン誌 / 著名人に電話インタビュー記事 p.39）
1. グラフィックデザイナー	粟津潔：例えば、
段ボールを使って日比野君がクローズアップさ
れたけど、彼はそうゆうものをデビューさせる
ために、大学の 2 年、3 年は様子を見ていたと
いう。狙いを定めて応募して、それがズバリ時
代をリードする作品になった。芸大生は焦らず、
騒がずっていうクールなところがある。時間が
あるというより、自分の仕事が初めて大学院で
出来た。課題に追われて、自分のやりたいこと
を見つけられない内に卒業して会社に入ちゃ
う。芸大生がたまたまそうじゃない生き方をし
たというところが、よかったじゃないかという
ことかな。
2. イラストレーター	湯村輝彦：昔の芸大は、
福田繁雄、江島任、中條正義なんて三羽ガラス
だったしね。そのあと、河村要助、下田一貴、
若尾真一郎、佐藤晃一ね、恵まれているね。で
も芸大以前に何かあるじゃないの。描いている
本人の魅力というか、カリスマ性というか。大
学がどうのというより、たまたまでしょ。芸大
行っている人が、私もわたしもとなっている。
ぼくなんか、多摩美が一番エライと思っていた
から、多摩美（湯村の母校）が一番と思ってい
たもの。

3. アートディレクター浅葉克己：やっぱり頭が
いい。頭と感性がうまくマッチしている。かな
りうまいところを突っ込んでいるよね。他の学
校には見られない、現場の空気が反映している。
福田繁雄とか佐藤晃一とかがいるから、彼が突
き破られた感じだね。

芸大の内側から、先生たちに聞いてみました
1. 画家の有元利夫（1984 年非常勤 , 視覚造形論 ,
実技）：芸大にはタブロー指向、造形指向があ
ります。イラスト、デザイン、広告とちょっと
違っていたと思う。ヴィジュアルに福田繁雄先
生、画家の大藪雅孝先生が中心になって、割と
造形的指向が強くなった。日比野君なんか、会っ
た途端にスゴイのが、いると思った。彼の影響
も大きい。日比野君はマチエールに対する願望
があったと思います。谷口君もそれはある。根
之木君はトップの成績でした。自然にある時代
感覚というのは、誰でも持っているはずだと思
う。才能のある人というのは、出るときは 1 年
に 5、6 人、出ないときは 2、3 年、10 年の時
もある。賞を取ったり取らなかったり、で言え
ば日比野君の存在が大きい。ぼくらの時代はコ
ンペに出さない風潮がありましたけどね。デザ
イン科には、ちょっと重めの造形指向に人たち
もいる。今は明るい方の人が優勢です。そのふ
たつの間をゆらゆら揺れていくじゃないです
か。
2. グラフィックデザイナー佐藤晃一（1984 年
非常勤 , 視覚伝達論 , 実技）：最近 3 年立て続け、
パルコの日グラのグランプリというのは、偶然
といっていいと思うけれど。既存のデザインや
イラストレーションの表現が管理され、整理さ
れ、余り面白くない。それに飽き足らない気持
ちを表現する方法として、アート指向が出てき
ている。一種のカルチャーが世代的に出来上
がっていると思う。古くはビートルズ・ジェネ
レーション、60 年代に学生達が文化の新しい
ビジョンを持ったときがあった。言葉を変えて
いえば、動物が食べられるものか、食べられな
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いものか、匂いをかいだりするでしょ。芸大生
のやり方は、目で嗅ぎ分けること。目で食べて
美味しい味がするシチューのコンクール。その
匂いが、段ボールであったり、紙を貼ったり、
簡単にいえば、温かいマチエールの流行りある
のよね。絵がどうのこうのという以前のインテ
リジェンス、常識がある。彼らは色んなこと、
情報を知っている。それはスゴイ洗練度みたい
ね。先生と生徒の関係をキチッと守ろうとする
し、良い子です。
3. グラフィックデザイナー福田繁雄（1984 年
助教授 , デザイン特論 , 実技）：昔からこの大学
は外に目を向けるのを嫌がる、2 年間在籍しな
ければ外の美術展などには出品してはいけない
規則もあった。公募展なんかには目を向けな
かったですね。ぼくらは学生の 2 年次に、二科
展に出品する、日宣美展に応募するっていうの
で、先生に怒られたこともありましたよ。だか
ら、やる人はやっていたでしょうね。ただ出し
ても落選して、せいぜい奨励賞くらいで、いき
なりグランプリを受賞し、スポットを浴びると
いうことはなかった。内藤こづえも、伊勢君も、
遠山君とか、藤掛君もなんとなくスタイルが同
じようだけれど、よく見てみますと、ひとつひ
とつ違ったモチーフを選び、表現方法が違って
いますよ。デザインを勉強するということは、
これから余り必要では無いかもしれない。心理
学とか経済学、社会学とか、それらを勉強した
人がもしかするとこれからのグラフィックデザ
インを支えるかもしれない。デザインの学生に
とって一番怖いことは、それ以外何も勉強して
ないこと。もし要らなく時代が来たら彼らはゴ
ミになってしまう。もし、そういう時代が来た
らコンピュータを道具のように使ってゆく作家
になってほしい。日比野くんにもね。「イラス
トレーション 1984-12」誌	NO.31（1984.12.15
発売）インタビュー記事 p.36-p.37
導入期3　
　1983 年（25 歳）、7 月「第 1 回 JACA 日本
イラストレーション展 ”83」グランプリ受賞

「第 30 回東京アートディレクターズクラブ
ADC 賞」最高賞受賞。12 月、作品集『HIBINO』
朝日出版。
　都築潤と福井慎一は、（2010）. 日本イラスト
レーション史　美術出版社で述べている。「な
んと呼んでいいのかわからない」審査員さえも
困惑させたオブジェ・ワークスは、やがて時代
と共鳴して“HIBINO の時代”を引き起こす
p.86、「1983 年の秋、渋谷の街には、作品を手
にした若者たちの列ができていた。PARCO 主
催「第 4 回日本グラフィック展」への応募者で
ある。早朝からできた行列は、PARCO のビル
を幾重にも取り巻き、えんえんと続いた。応募
総数は前年の 2 倍を超える 4634 点。そのきっ
かけとなったのが、1982 年の日比野克彦の登
場であった。＜中略＞それまで 10 年間以上に
わたって停滞していたイラストレーションの公
募展は、80 年、第一回日本グラフィック展に
よって復活する。その後 1981 年「イラストレー
ション」誌の「ザ・チョイス」、1983 年「第１
回 JACA 日本イラストレーション展“83」

（7/28-8/2）国際芸術振興会もスタートし、発
表の場を求めていた新しい才能に火をつけた。
ダンボールアートの登場に、コンペティション
の時代は熱狂した」。
　著者は、修了制作展（1982.2）. に出品した
自身のグラフィックポスター（1982.2）.（B1
サイズ）と、卒業制作展（1982.2）. に出品し
た日比野克彦の額絵イラストレーション原画

（1982.2）.	（30 × 30cm）を、搬出時に交換し
所蔵している。2017 年、新宿世界堂で購入し
た額装「PRESENT	AIRPLANE」58 × 42cm
と「PRESENT	SOCCR」58 × 42cm（オフセッ
ト印刷）を所蔵した。この 2 点はタイトルから
もわかる通り“友達にプレゼントする”こと
を想定したアートである。自由さがあり、広告
美術としての需要とは無関係に制作され、飛行
機ではなく飛行機の“ブリキのオモチャ”、サッ
カーでなく“サッカーゲーム”をテーマとし
たセンスが新しい。歴代審査員を務めた中原佑
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介は、「機能はイラストレーションに従う」と
言いました。もちろん、本来なら「機能にイラ
ストレーションが従う」のです。
　著者は、1981 年 10 月頃、2 年下の学部デザ
イン科 4 年大部屋に行く機会があり、長テーブ
ル 2 列×４列、計 8 テーブルに、見たこともな
い約 30 個の小立体たちが設置されている空間
に遭遇した。「なんだ！これは？」デビュー直
前の、誕生したばかりのヒビノの段ボールアー
ト群で、アカデミズムの芸大デザイン科にはな
かった発想、スピード感、量産性、時代の空気
を吸った、所有欲を刺激するオブジェたち。見
てはいけないものを見てしまった感覚、その場
を去った記憶が今も鮮明に残っている。当時、
イラストレーター谷口広樹が言った言葉を記憶
している。「ぼくたちは太陽の周りで回ってい
る惑星」。著者は次のように考えた。太陽：日
比野克彦、土星：谷口広樹、火星：田中紀之、
水星：根之木、木星：伊勢克也、地球：内藤こ
ずえ、月：遠山晋一、ガリレオ衛星：藤掛」。
松 浦 弘 明（1993）『 日 比 野 克 彦 作 品 集
KATUHIKO	HIBINO』作品論 p178（素材の
研究）	小学館で述べている。「偶然にも見いだ
した自分と相性のよい素材の可能性を徹底的に
追及することこそが、最も重要なテーマだった
からである。日比野が最初にダンボールを使っ
て制作したのは、大学 3 年の春（1980 年 12 月）
授 業 の 課 題 の た め に 作 っ た「WEDDING	
CAKE」である。この作品の細部を観察してい
くと、もはやこの段階で、その後の日比野のダ
ンボール作品に認められている特徴がほとんど
具現化されていることに気づく」

第5章：広告デザインとイラストレーション
の同時進行

5.1��藤掛正邦（著者）
　7 人のコミュケーションを築いたパイオニア
たちを研究した。この 7 人の「導入期 1」開始
年は、1955 年 3 名、1956 年 1 名、1961 年 1 名、

1971 年 1 名、1981 年 1 名である。7 人中 4 名
はすでに故人である。1955 年は 63 年前で文献
絶版も出ている。引用を含め手に入る情報で、
デビュー方法や、スタイルを確立した導入期を
あぶり出した。当初持っていた記憶と印象をく
つがえす事実もあり、手探りで掘り起こしなが
ら、パイオニアたちの肖像画をつづった。本論
を読み、7 人の肖像画を描いていただければ幸
いである。
　2018 年 1 月公開映画の『ジャコメッティ　
最後の肖像画』を映画館で 2 回鑑賞した。ピカ
ソとジャコメッティの伝記を書いた作家「ジェ
イムズ・ロード」は、肖像画のモデルを、ジャ
コメッティから依頼された。巨匠の仕事をそば
で見られるチャンスだと張り切るが、18 日間
にもおよぶ地獄のセッションは予想していな
かった。コメディー的に演出された映画である
が、厳しい創造の秘密が提示されている。
　7 人のパイオニアを検証した結果、著者の「導
入期 1」の記憶が消滅してしまう前に、検証と
分析を行うことを考えた。本論では間に合わな
い為、目黒美術館展覧会の報告書、正木基（同
館学芸員 .2012.3 定年退職）「目黒アートアニュ
アル 2000-14 作家の個展『藤掛正邦個展』」
2001.2/3-2/25 目黒区美術館に記録されている

「略年譜」p.9 を引用して記述する。後日、「広
告デザイン」と「イラストレーション」の作品
及び文献整理後に検証と分析を実施し、次の論
文「導入期 2」で報告する。

略年譜
1956 年、東京都台東区浅草生まれ。
萌芽期
1962 年、豊島区立目白小学校入学
1968 年、豊島区立高田中学校入学
1971 年、都立北園高等学校入学
1974 年、御茶ノ水美術学院入学
1976 年、東京芸術大学美術学部デザイン入学
1980 年 2 月、卒業制作展（東京都美術館、上野）、
3 月、卒業［芸術学士］、4 月、東京芸術大学大



特集論文

-38- -39-

学院美術研究科デザイン（形成デザイン）入学
［芸術学修士］	
1981 年 3 月、形成デザイン・グループ展出品（十
字屋ギャラリー、銀座）、7 月、7 人のイラスト
レーターによるポストカード展（吉祥寺
P A R C O ）、 9 月 「 4 ＋ 1 	 P O S T E R	
EXHIBITION」秋山孝、大田豊、蓮見智幸、
藤掛正邦、賛助出品 / 福田繁雄、千代田火災ギャ
ラリー（京橋）。
1982 年 2 月修了制作展（東京都美術館、上野）、
3 月、修了［芸術学修士］	4 月、株式会社電通
入社、7 月、第 3 クリエーティブ局配属。

A．広告デザイン編
導入期1
　1982 年（26 歳）、株式会社電通入社、新入
社員研修後、7 月、第 3 クリエイティブ局東京・
銀座 7 丁目旧本社配属。新入社員広告制作研修

「ラジカセ・東芝シテーボーイ MX」。日産
NEW サニー全車新型［キャンペーン］の広告
デザイナー見習い。初デザインは日産サニー新
聞広告使用のロゴマーク・デザイン。
導入期2
　1983 年（27 歳）、日産 NEW サニー全車新
型［キャンペーン］の広告デザイナーとして参
加する。大正製薬「クスリの先端技術①〜⑤」
企業広告シリーズ（新聞 3 段）、日経消費者の
ためになった広告賞 優秀賞受賞
導入期3
　1984 年（28 歳）、日産 NEW サニー全車新
型［キャンペーン］	広告デザイナー。第 9 回、
ニッサングリーンカップ	全国草野球大会ポス
ターデザイン。大正製薬「リボビタン D」がん
ばれ ! ニッポン ! 第 14 回冬季サラエボオリン
ピック（2/8-2/19）雑誌広告。大正製薬「リボ
ビタン D」がんばれ ! ニッポン ! 第 23 回夏季ロ
サンゼルスオリンピック（7/28-8/12）雑誌広告。
大正製薬「リボビタン D」サラリーマンのこと
わざ①〜⑦	（2/8-2/19）タブロイド新聞広告。
B．イラストレーション編

導入期1
　1982 年（26 歳）、2 月、大学院美術研究科形
成デザインの修了制作展に著者が開発した“発
泡スチロール・ハンガ技法”使用のグラフィッ
クアート『日本の空想いきもの SOMETHING』
9 点出品。6 月、イラストレーション誌上で公
募「ザ・チョイス」に卒業制作『日本の空想い
きもの』のうち3点を応募し2点入選する。8月、
チョイス入選作品を見た AD から、『後楽園カ
レンダー』12 月頁のイラストを依頼される、
初のオフセット印刷のカレンダーで嬉しかっ
た。11 月「東京グラフィックデザイナーズク
ラブ創立 30 周年記念展・エロス」にポスター
1 点が入選、西麻布交通安全センタービルで展
示。
導入期2
　1983年（27歳）、「POSTAR	Exhibition'83	（秋
山孝、蓮見智幸、日比野克彦、藤掛正邦）」	電
通本社アド・ギャラリー（築地）1/17 〜 1/21。

「スペシャルアクセサリー展」に出品 SPACE
唯（南青山）2/15 〜 2/26、4 月イラストグルー
プ「ヒューズ展」に出品 SPACE 唯（南青山）。
5 月、「JACA'83 日本イラストレーション展」

（課題は日本の中のアメリカ）に 3 点応募、日
本の米軍基地問題を風刺したハンガ作品が、銅
賞受賞。伊勢丹美術館（新宿）で展示される。
　7 月、「第 4 回日本グラフィック展」に 2 点
出品、日本に輸出される、NY クライスラービ
ルディングをつかった社会風刺イラストで、ビ
クター賞（協賛企業賞）を受賞する。渋谷パル
コ展示される。
導入期3
　1984 年（28 歳）、1 月、「第 4 回日本グラフィッ
ク展」ビクター賞（協賛企業賞）を受賞したた
め、「PARCO 正月企業広告」オフセット印刷
B1 ポスター（君は空を飛べない）で採用される、
渋谷の東急線駅ホーム他に連張りされる。2 月、

「動くオモチャ展」に出品、SPACE 唯（南青山）。
4 月、日本国際美術展に応募し入選。4 月、ピ
アカード・キャンペーンにビルマンが採用され
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る（1984-1989）。視覚世代展（茨城県民文化セ
ンター展示室、水戸、1984.4/21-4/30）、9 月、
アフリカ自然保護ポスターコンテスト国際交流
基金賞（和光、銀座）、6 月「BUILMAN」個展、
graphic	station（神宮前）。9 月 GINZ ランナー
ズ 4	展（AD ギャラリー、築地）、10 月第 5 回
日本グラフィック展	入選（渋谷パルコ）、10 月、
4 人展、SPACE 唯（南青山）、大田豊、暮沼宏
一、蓮見智幸、藤掛正邦（青山）10/23-10/29。
12 月、「BUILMAN」個展、グラフィックステー
ション（原宿）。

第6章　まとめ

6.1�　導入期のスタート時点の設定
　はじめに、「導入期」1 年目のパイオニアた
ちのスタート時点を次のように設定した。石岡
瑛子は資生堂入社年。横尾忠則は神戸新聞社宣
伝技術研究所入社年。和田誠は早熟のため、多
摩美術大学美術学部図案科入学年。池田満寿夫
は入社経験がないため、靉嘔、真鍋博、堀内康
司とグループ「実存者」を結成し、メンターと
なる瑛九から指導を受け始めた年。有元利夫は
電通入社年。福田繁雄は味の素入社年。日比野
克彦は早熟のため、芸大 4 年次にイラストレー
ション誌上でスタートした公募「ザ・チョイス」
に入選しデビューした年とした。
6.2　世代分類の可視化
　横尾、和田、池田、福田、石岡の第一世代（1955
〜 1963）、有元の第二世代（1974 〜 1976）、日
比野、藤掛の第三次世代（1981 〜 1984）になっ
た。1974 〜 1980 にも、多くの偉大な表現者が
存在しているのに有元しか記載していないの
は、日本宣伝美術会が解散して 1980 年の日本
グラフィック展まで、コンペティションが消滅
した影響もあると考える。有元は画家である。
画家のための登竜門、第 21 回安井賞展選考委
員会特別賞を 1978 年に受賞した。第 24 回安
井賞展で安井賞を受賞した。広告デザイン、グ
ラフィックデザイン、イラストレーションの登

竜門ではない。以上の結果を踏まえ、表 1 を作
成した。

6.3　コンテンツ表現は時代を映す鏡

　広告デザイン、グラフィックデザイン、イラ
ストレーションは時代を映す鏡である。表 1 を
補足する意味で、表 2 の表現史・昭和後期史・
世界史を作成した。表現史では、池田満寿夫が
入選した、1956 年、第 1 回東京国際版画ビエ
ンナーレ展から 1971 年のリュブリアナ国際版
画展荻原英雄受賞まで、美術の国際版画展に、
意欲ある日本の新人表現者たちが吸収され挑戦
した様子が見える。また、有志グループが手探
りで実行した「グラフィック’55」「ペルソナ展」
1960年「第1回世界デザイン会議」のようなビッ
グイベントも重要なファクターである。流れが
変わったのは、1972 年の東京イラストレーショ
ン・クラブ創設、1973 年の石岡瑛子がアート
ディクションを開始した、文化企業・渋谷 PA	
RCO オープン、1974 年の第 1 回東京国際絵画
ビエンナーレでグランプリを受賞した三尾公
三、1975 年の西武美術館が池袋西武百貨店内
に開館した。国際郵送や展覧会開設に比較的予
算がかからない国際版画展ブームから、絵画展
を開催する経済力が日本に準備出来た様子も見
えてくる。右列の昭和後期史・世界史をご覧い
ただければ、経済復興、成長、成熟期の様子が
見える。「政治・経済・社会・技術の変化」を
分析する「PEST 分析」は、次論「導入期 2」
で検証する予定である。元に戻るが、表現史の
1976 年の東京デザイナーズ・スペース開設、
1977 年の「パロディ展」「メディア・アート展」、
1978 年の日本グラフィックデザイナー協会発
足、1979 年の日本グラフィックデザイナー協
会 JAGD 第 1 回総会、そして日本宣伝美術会
が解散後、待ちに待った新人登竜門の 1980 年
第 1 回「日本グラフィック展」が開始した。ジャ
パン・アズ・ナンバーワンと栄華を誇った
1981 年、ストライプハウス美術館が六本木に
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開館した。1982 年横尾忠則がグラフィックデ
ザイナーを廃業して画家宣言をおこなう。1983
年「JACA 日本イラストレーション展”83」、
1984 年の「日本オブジェ展」開始、コンペティ
ションが飽和状態になっていく。このようにコ
ンテンツ開発・表現は、昭和後期史・世界史と
ともに表裏一体で進んできた。2018 年冬、第
2 回東京オリンピックに向け東京都心は大改造
中で、これにともない東京一極集中の不動産バ
ブルは、2018 年後期に頂点に達すると考えて
いる。

6.4　造形先行研究とファースト・メンター
　本論の序論で述べた、コンテンツ開発 3 年周
期説における「導入期 1」は、「生れたばかり
のコンテンツ表現は認知度が低く需要度も低い
時期。あまり利益はでないが国内コンペティ
ションで入賞や受賞して認知度を増す上げるこ
とが課題となる。企業、広告代理店、制作会社
が、その表現を使用したくなるようにすること
が必要」である。ということで、コンテンツ表
現のパイオニアたちが、どのようにデビューし
たのか、表現者が切磋琢磨した時代と社会はど
のようにかかわったかなど、学術論文に表れな
い文献なども含め研究した。各パイオニアたち
に影響を与えた「造形先行研究」と「ファース
ト・メンター」を研究した。

6.5　パイオニアたちが影響を受けた造形先行
研究
1. 石岡瑛子は、バウハウスの理論と造形やモダ
ンデザインなどの造形先行研究から学び、影響
を受けグラフィックデザインを練習・練磨し資
生堂の広告デザインで開花させた。
2. 横尾忠則は、石井滴水の挿絵『宮本武蔵』を
模写した。家業の呉服屋の図案、江戸文化や土
着様式を研究し作品に引用した。三島由紀夫の
思想などに共鳴した。戦後日本が培ってきた「近
代」をアメリカの受け売りとして突き返し続け、
モダンデザインにはないオリジナルなポップな

コンテンツを誕生させた。
3. 和田誠は、清水崑の小学校の教諭の似顔絵を
描く喜びに感化された。ソール・スタインバー
グ、ヘルベルト・ロイピン、大橋正、早川良雄、
山城隆一、ベン・シャーン、山名文夫、ライバ
ルの宇野亜喜良と横尾忠則と共に切磋琢磨し
た。
4. 池田満寿夫は、デ・クーニング、雪舟、ヴォ
ルスなどの先行研究から学び、グループ実存者
の同志、真鍋博、靉嘔、堀内康司の刺激を受け
た。メンターの瑛九、パトロンの久保貞次郎、
詩人で妻の富岡多恵子に影響を受けた。
5. 有元利夫は、古典様式絵画ピエロ・デラ・フ
ランチェスカなどの先行研究から学び、メン
ターの大藪雅孝とともに成長した。　
6. 福田繁雄は、1960 年日本で初めて開催され
た世界デザイン会議にスピーカーとして参加し
たイタリアのブルーノ・ムナーリに出会い、彼
のデザインや創造にたいする哲学に心酔した。
以後、ムナーリは、福田が自ら目指すべきデザ
インを示唆する心の師とあおぐ一人となった。
ムナーリのデザインは、機知に富み、ユーモア
があり、皮肉もありといったものである。エッ
シャー、マグリット、オーデルバーグなど福田
にインスピレーションを与える造形先行研究は
広範囲にわたっている。
7. 日比野克彦は、実家にあった洋画壇の画集が
造形先行研究である。特別に影響された造形先
行研究は文献から見当たらなかった。しいて言
えば、第 2 世代の、イラストレーターの湯村輝
彦や河村要助などに助言を求めていた。逆に、
日本グラフィック展やビックリハウス監修の榎
本了壱、芸大恩師の福田繁雄、アートディレク
ターの浅葉克己、演劇関係者など重鎮に賛美と
支持を得た。

6.6　パイオニア導入期1のコンペ入賞・受
賞歴
1. 石岡瑛子は、3 年目に第 13 回日宣美展【特選】
レコード・ジャケット「モノトーンの硬質な要
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表 1　表現者の世代

石岡瑛子 横尾忠則 和田誠 池田満寿夫 有元利夫 福田繁雄 日比野克彦 藤掛正邦

1955年 19歳,導入1 19歳,導入1 21歳,導入1

1956年 20歳,導入2 19歳,導入2 22歳,導入2 24歳,導入1

1957年 21歳,導入3 19歳,導入3 23歳,導入3 25歳,導入2

1958年 26歳,導入3

1959年

1960年

1961年 23歳,導入1

1962年 24歳,導入2

1963年 25歳,導入3

1964年

1965年

1966年

1967年

1968年

1969年

1970年

1971年

1972年

1973年

1974年 27歳,導入1

1975年 28歳,導入2

1976年 29歳,導入3

1977年

1978年

1979年

1980年

1981年 23歳,導入1

1982年 24歳,導入2 26歳,導入1

1983年 25歳,導入3 27歳,導入2

1984年 28歳,導入3
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表 2　表現史・昭和後期史・世界史

表現史 昭和後期史 世界史

1955年 第1回「グラフィク’55」展開催 神武景気始まる ビキニ水爆被災事件

1956年 第1回東京国際版画ビエンナーレ展 日本、国連に正式参加 日ソ国交修復に共同声明

1957年 第7回日宣美展、和田誠日宣美賞受賞 なべ底不況始まる 欧州6カ国EEC調印

1958年 ヴェネチアビエンナーレ岡田謙三受賞 岩戸景気起こる 日米安保条約改定交渉開始

1959年 日本デザインセンター設立 テレビ局の開局、週刊誌創刊 安保阻止国民会議結成

1960年 アニメーション三人会,久里柳原真鍋 カラーテレビ本放送開始 日米新安保条約調印

1961年 リュブリアナ版画展浜口、菅井受賞 版画トリエンナーレ菅井汲1等賞 東ドイツベルリンの壁構築

1962年 ヴェネチアビエンナーレ菅井汲入選 テレビ受信契約数1000万突破 キューバ危機

1963年 リュブリアナ国際版画展荻原英雄受賞 貿易、為替自由化 ケネディ大統領暗殺

1964年 東京イラストレーション・クラブ結成 平凡パンチ刊行 米、北ベトナム空爆開始

1965年 「ペルソナ」展 「話の特集」創刊号和田誠AD 米、海兵隊南ベトナム上陸

1966年 ヴェネチア池田グランプリ 大学紛争　ビートルズ来日 中国で文化大革命

1967年 万博ポスター（海外）亀倉（国内）福田 演劇「天井桟敷」結成 第3次中東戦争勃発

1968年 ヴェネチア高松次郎受賞 「ガロ」増刊号 米原子力空母佐世保入港

1969年 リュブリアナ国際版画展加納光於 池袋PARCOオープン アポロ11号人類初の月面着陸

1970年 フィレンツェ国際版画田村文雄金賞 日本万国博覧会（大阪） 安保条約、自然延長

1971年 リュブリアナ版画展木村光佑グランプリ 円変切り上げ, ニクソン・ショック.

1972年 「年鑑日本のイラストレーション」創刊 ぴあ創刊 沖縄返還

1973年 渋谷PARCOオープン,AD石岡瑛子 円変動相場制へ移行 第1次オイルショック

1974年 絵画ビエンナーレグランプリ三尾公三 雑誌「ビックリハウス」創刊 米、ウォーターゲート事件

1975年 西武美術館池袋西武百貨店内に開館 雑誌「流行通信」創刊 ベトナム戦争終結

1976年 東京デザイナーズ・スペース開設 雑誌「POPEYE」創刊 田中角栄ロッキード事件逮捕

1977年 「パロディ展」「メディア・アート展」 第22回毎日デザイン賞に三宅一生 中国文化大革命終結宣言

1978年 日本グラフィックデザイナー協会発足 雑誌「イラストレーション」創刊 日中平和友好条約調印

1979年 JAGD第1回総会 ソニー「ウオークマン」発売 第2次オイルショック

1980年 第1回「日本グラフィック展」開始 ジョンレノン暗殺 自動車日米貿易摩擦

1981年 ストライプハウス美術館六本木に開館 「窓ぎわのトットちゃん」ヒット ジャパン・アズ・ナンバーワン

1982年 横尾忠則が画家宣言 映画「ブレードランナー」公開 中国歴史教科書書き換え抗議

1983年 「JACA日本イラストレション展”88」 史上最高257	雑誌創刊 レーガン大統領来日

1984年 「日本オブジェ展」開始 米アップルMacintoshを発売 米大統領選でレーガン再選



湘南フォーラム No.22

-44-

表３　造形先行研究 ・ コンペティション受賞歴

導入期１ 造形先行研究 コンペティションの入賞・受賞歴など

石岡瑛子	

ハーバード・バイヤー★ 1年目：

ジョセフ・アルバース 2年目：

ソール・バス 3年目：第13回日宣美展【特選】レコード・ジャケット10点（1963年）

横尾忠則			

石井滴水（模写宮本武蔵）★ 1年目：

家業の呉服屋の図案 2年目：

土着、江戸文化 3年目：第7回日宣美展【奨励賞】ふしぎなふえふき（1958年）

和田誠

清水崑（漫画家）★ 1年目：

ヘルベルト・ロイピン 2年目：

ベン・シャーン 3年目：第6回日宣美展【奨日宣美賞】夜のマルグリット（1957年）　

池田満寿夫		

デ・クーニング★ 1年目：

雪舟 2年目：

ヴォルス 3年目：	第1回東京国際ビエンナーレ展【入選】色彩銅版画「太陽と女」

有元利夫

ピエロ・デラ・フランチェスカ★ 1年目：

平家納経 2年目：

大藪雅彦 3年目：有元利夫初個展開催「みゆき画廊」（1975年）

福田繁雄

ブルーノ・ムナーリ★ 1年目：シェル石油デザイン賞【入選】（195６年）

エッシャー 2年目：

河野鷹思 3年目：	第8回日本宣伝美術会展【特選】（1958年）エスサン肥料TVCM

日比野克彦

湯村輝彦★ 1年目：

河村要助 2年目：第3回日本グラフィック展【大賞】（1982年）

福田繁雄 3年目：第1回JACA展【グランプリ】、第30回東京ADC賞【最高賞】

藤掛正邦

池田満寿夫★			 1年目：

有元利夫 2年目：	第1回JACA展【銅賞】、第4回日本グラフィック展【ビクター賞】

福田繁雄 3年目：第23回日経消費者のためになった広告賞【優秀賞受賞】

★印はファースト・メンター
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素で構築した男性性を感じさせる古典曲群
『Bach』（5 作品）、曲面と進出後退の遠近感を
加 え た 女 性 性 を 感 じ さ せ る 現 代 曲『LE	
GROUP	DE	SIX』	SIX の曲群（5 作品）」（1963
年）。
2. 横尾忠則は、3 年目に第 7 回日宣美展【奨励賞】

『ふしぎなふえふき』（1958 年）
3. 和田誠は、3 年目に第 6 回日宣美展【奨日宣
美賞】ポスター『夜のマルグリット』（1957 年）　
4. 池田満寿夫は、3 年目に第 1 回東京国際ビエ
ンナーレ展【入選】色彩銅版画『太陽と女』
5.	有元利夫は、3 年目に有元利夫初個展開催「み
ゆき画廊」（1975 年）。この個展が安井賞につ
ながる。美術業界はデザイン業界よりデビュー
は遅く継続が長くなる傾向がある。
6.	福田繁雄は、1 年目にシェル石油デザイン賞

【入選】（1956 年）。3 年目に第 8 回日本宣伝美
術会展【特選】『エスサン肥料 TV‐CM』（1958
年）。
7.	日比野克彦は、2年目に第3回日本グラフィッ
ク展【大賞】イラストレーション『PRESENT	
AIRPLANE』、『PRESENT	SOCCR』（1982年）。
3 年目に第 1 回 JACA 展【グランプリ】、第 30
回東京 ADC 賞【最高賞】。

6.7　コミュニケーション・コンテンツの発掘
に貢献した3つの生起要因と社会状況
　『世界デザイン会議』(1960.5/11-5/16) アジア
初の、このデザイン会議の中でも特筆すべきこ
とは、日本のグラフィック、建築、ID、教育
にわたりデザインを総合的に語るはじめての場
となったこと、しかも、当時の若い世代のデザ
インナーたちにも広く開かれていたことであ
る。会議は 6 日間にわたり、参加者は、26 ヶ
国 84 名、日本側を加え総計 227 名におよんだ。
世界的にも前例のない画期的な世界会議であっ
たといえよう。とくにハーバート・バイヤーの
記念講演で提起された「自然と人間の関係、固
有の風景の崩壊、資源の枯渇や原子力の問題、
伝統や歴史の美的価値にたいする理解」などの

問題は今日いっそう切実だといえる。

　『日本宣伝美術会』( 日宣美 1951-1970) は、
戦後初の本格的なデザイン団体として初めて宣
伝美術という分野を確立した。グラフィックデ
ザインの普及と、新人の登竜門として画期的で
あった。日宣美展を目標とする全ての若者は、
意欲と情熱に溢れ、ひとつの時代を築いていっ
た。日宣美展は、1960 年頃から沈滞が叫ばれ、
根本的な分析の必要が説かれた。理想への思い
と社会的売れっ子になり忙しくなった会員の現
実とのギャップが表出された。会員作品が力を
失いメッセージを失った。1969 年 8 月 1 日、
審査会場に黒ヘルの日宣美粉砕共闘たちが襲っ
てきた。1970 年 6 月 30 日、日宣美解散パー
ティーが開かれ、20 年間の歴史を閉じた。

　『日本グラフィック展』（日グラ1980-1989）は、
パルコのエンジンルーム率いる榎本了壱が仕掛
けた公募展で、日宣美展に次ぐ新しい時代を築
いた。応募要項には「新しい発想と表現で、イ
ラストレーションの概念を拡張する」とある。
第 1 回展の応募作品群はスーパーリアリズムの
大襲来であったが、審査員たちが大賞に選んだ
作品は、まったく異なる伊東淳の不思議な手描
き画であった。この時ぽっかりと空けられた風
穴が発展した第 3 回展でヘタうま的作品が占
め、ダンボールに落描きや切り貼した日比野克
彦が大賞を受賞した。第 4 回展：谷口広樹、第
5 回展：伊勢克也、第 6 回展：中澤真純、以降
沈滞する。アートとデザインの中間領域的な表
現を提供しながら、さらに、同系列コンペ状況
を生み出すきっかけとなった。

謝辞
　本研究を行う上で、数々のご指導とご協力を
いただきました。締め切りを過ぎても温かく見
守っていただきました岡野雅雄先生に、心から
感謝を申し上げます。この論文を書くインスピ
レーションを与えていただきました竹林紀雄先
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生に感謝を申し上げます。多数の文献を参考に
させていただきましたことを、厚く御礼申し上
げます。
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